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契約書作成の実務と書式
――企業実務家視点の雛形とその解説

将来法曹や企業法務担当者として活躍したいとお考えのみなさんは，いま，法律の趣旨，要
件・効果の理解や判例の規範・その射程の把握に真剣に取り組み，法律の世界に向き合って
おられることでしょう。本書はそれらの知識や理解が，当事者の利害が絡む現実の世界でい

ざ文言に起こされたときにどのように表現されるのが望ましいのか，を紹介しています。相手方の提案
にどう応じ，修正案を提示するのか，いかにリスクを最小化しながら，自己の利益を最大化するのか。
これは，ひとつ予防法務にとどまらず，訴訟において負けない証拠を提出するための術でもあります。
　本書執筆陣は多くの企業法務担当者の方々とともに 1年半に及ぶ研究会を行い，実際に現場で聞か
れる疑問の声に答えるものを編んできました。ぜひ本書で，みなさんがこれから飛び込む世界をのぞい
てみてください。きっと，いま自分のやるべきことがより具体的に見えてくるにちがいありません。
（小野）
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契約類型ごとにモデルとなる契約書雛形を提示し，重要条項を解説！


